
当社は、企業体質の強化と今後の事業展開に備えるために内部留保の充実を中心に捉えながら、当社の成長段階及びその業績に応じた弾力的な利益
配当を実施することとしております。上記方針のもと直近の業績をふまえ、2015年度の期末配当につきましては、利益配分を行うほどの蓄積・利益水
準には未だ不十分と考えているため、無配とさせていただきます。なお、内部留保資金につきましては、経営体質の強化及び設備投資、研究開発等、将
来の事業に役立てることを基本方針としております。

　主力製品である営業支援システム「eセールスマネージャーRemix Cloud」を
中心に、課題を解決するためにどのようにシステムを使うかをお客さまと一緒に
設計する導入支援コンサルティングサービスや、営業マンやマネージャーの能力を
高めるための営業コンサルティング・営業スキルトレーニング、作ったしくみを
うまく定着させるための定着支援サービス、現在の営業現場では欠かせない
iPhoneやiPadなどを活用した業務コンサルティング及び教育など、お客様が結果を
出すための支援サービスが充実しています。
　また、全国の59,000人の「キャスト」と呼ばれる主婦の方々が活躍する消費者目線
での売り場のご提案や調査、営業支援などのフィールドサービスも提供しており、競
争が激化する日本市場において、これらのサービスへのニーズが高まっております。
　その他、ソフトウェアの受託開発、ビジネス書籍によるマーケティング支援も
行っております。

株主の皆様へ

株主に対する
利益還元の基本方針
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■ 売上高
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■ 営業利益 ■ 経常利益 ■ 当期純利益

ソフトブレーンってどんな会社？？2期連続で過去最高の連結売上高を更新

売上高は引き続き過去最高を目指す

●売上高で20%を超える成長
● 売上高及び各段階利益で前年

比2ケタの伸び
● 全てのセグメントで売上高が

増加
● 連結子会社ソフトブレーン・

フィールド株式会社の株式取
得により少数株主持ち分利益
が減少し、当期純利益は大幅増

● eセールスマネージャーの利便性
をさらに高めた製品開発を進め
ることで顧客数の拡大を目指す

●ロボティクスと融合させたSFA/
CRMの提供により新たな市場開
拓への挑戦

●フィールドマーケティング事業
の拡大に対応するため、事業拠
点を拡大するとともに運営体制
の強化・整備を進める

売上高 6,117百万円 前年比24.0％増

営業利益 678百万円 前年比19.3％増

当期純利益 373百万円 前年比47.7％増

売上高 7,000百万円 前年比14.4％増

営業利益 700百万円 前年比3.2％増

親会社株主に
帰属する当期純利益 380百万円 前年比1.8％増

代表取締役社長

豊田 浩文

eセールスマネージャー関連事業

システム開発事業

ソフトブレーン株式会社
ソフトブレーン・サービス株式会社

ソフトブレーン・インテグレーション株式会社

ソフトブレーン・オフショア株式会社

ソフトブレーン・フィールド株式会社

株式会社ダイヤモンド・ビジネス企画

フィールドマーケティング事業

出版事業

お客様
サービスの提供および販売

株主通信
2015年12月期 事業報告書

ソフトブレーン株式会社

2015年度
決算ハイライト

2016年度
業績予想

　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご支援を賜り厚く御礼
申し上げます。
　さて、2015年度は、引き続き過去最高売上高を更新することができた
好調な1年となりました。
　とりわけ、eセールスマネージャー関連事業では利用顧客数が大幅に増加
したことなどから、「使い勝手No.1のSFA/CRM」を目指して着実に成長し
ている実感を得ております。
　また、フィールドマーケティング事業においては新規案件の増加だけで
なく大型案件の規模拡大も実現しつつあり、また「ラウンダー人材バンク」
サービスも順調に成長しております。
　加えて、eセールスマネージャー関連事業とフィールドマーケティング
事業の二本の柱が中心となって業績の成長に寄与した結果、2期連続で過去
最高売上高を更新するとともに、営業利益、経常利益も順調に推移いたしま
した。当期純利益については、業績が好調であったことに加え、連結子会社
であるソフトブレーン・フィールド株式会社の株式を追加取得した影響も

あり、大幅な増益となりました。当社グループの収益基盤は着実に強化されて
いると手応えを感じております。
　一方、2016年度は、eセールスマネージャー関連事業においては、国内ボ
リュームゾーンの攻略や周辺マーケットの開拓などの営業活動に注力して
いくとともに、引き続き「使い勝手No.1のSFA/CRM」を目指した開発を
実施してまいります。また、eセールスマネージャーとソフトバンクロボ
ティクス社のPepperを連携させることで、ロボティクスと融合したSFA/
CRMとして新たな一歩を踏み出します。
　また、フィールドマーケティング事業では、全国に運営拠点を拡大開設し、
運営強化を図ります。また、包括的システム環境強化を図り、POBサービス
の強化を実施いたします。
　そして、これからも時代の先を行く新しい取り組みを継続していくとと
もに、2016年度も2015年度のトレンドを継続できるよう、引き続き経営
に邁進してまいります。
　株主の皆様には、一層のご支援とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。



セグメント別業績・2016年度事業方針

連結財務諸表 

会社概要（2015年12月31日現在）

連結貸借対照表（要約） （単位：百万円）

科目 第24期
（2015年12月31日現在）

第23期
（2014年12月31日現在）

資産の部
流動資産 3,903 3,589
固定資産 497 555

有形固定資産 65 59
無形固定資産 307 313
投資その他の資産 ①　　124 　　182

資産合計 4,401 4,145
負債の部
流動負債 1,329 　1,124
固定負債 ②　　204 9
負債合計 1,533 1,134
純資産の部
株主資本

資本金 826 826
資本剰余金 ③　　367 616
利益剰余金 1,803 1,430
自己株式 △ 259 △ 259

株主資本合計 2,738 2,613
少数株主持分 ③　　129 397
純資産合計 2,867 3,011
負債純資産合計 4,401 4,145

連結損益計算書（要約） （単位：百万円）

科目
第24期

（2015年 1月 1日から
2015年12月31日まで）

第23期
（2014年 1月 1日から

2014年12月31日まで）

売上高 6,117 4,934
売上原価 3,795 2,923
売上総利益 2,322 2,010
販売費及び一般管理費 1,643 1,442
営業利益 678 568
営業外収益 2 11
営業外費用 1 1
経常利益 679 578
特別利益 － －
特別損失 3 1
税金等調整前当期純利益 675 577
法人税、住民税及び事業税 187 169
法人税等調整額 75 72
少数株主損益調整前
当期純利益 412 335

少数株主利益 39 82
当期純利益 373 252

連結キャッシュ・フロー計算書（要約） （単位：百万円）

科目
第24期

（2015年 1月 1日から
2015年12月31日まで）

第23期
（2014年 1月 1日から

2014年12月31日まで）

営業活動による
キャッシュ・フロー 594 　795

投資活動による
キャッシュ・フロー △ 199 △ 210

財務活動による
キャッシュ・フロー ② ③ △ 385 30

現金及び現金同等物に
係る換算差額 0 4

現金及び現金同等物の
増減額（△は減少） 9 619

現金及び現金同等物の
期首残高 2,677 2,058

現金及び現金同等物の
期末残高 2,687 2,677

経営指標（参考） （単位：％）

科目 第24期
（2015年12月31日現在）

第23期
（2014年12月31日現在）

自己資本当期純利益率
（ROE） 14.0 10.2

総資産経常利益率
（ROA） 15.9 14.8

会 社 名 ソフトブレーン株式会社
設 立 1992年6月17日
資 本 金 826,064千円
所 在 地 東京都中央区八重洲２-３-１

住友信託銀行八重洲ビル９階
従 業 員 数 203名（連結）
役 員 代表取締役社長

取 締 役
取 締 役
社 外 取 締 役
常 勤 監 査 役
社 外 監 査 役
社 外 監 査 役

豊 田 浩 文
木 下 鉄 平
長 田 順 三
沖 田 貴 史
柳 沼 賢 司
名 越 秀 夫
原 田 伸 宏

発 行 可 能 株 式 総 数 120,000,000株
発行済み株式の総数 30,955,000株
株 主 数 9,506名

株 式 分 布 状 況

大株主
株主名 所有株数（株） 持株比率（％）

宋　文洲
CBNY-GOVERNMENT OF NORWAY
KBL EPB S.A. 107704
山本　久恵
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）	
山内　正義
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）
株式会社SBI証券
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口１）
尾崎　成彦

4,037,100
892,000
758,200
630,000
606,700
592,000
536,800
475,500
375,000
318,800

13.04
2.88
2.44 
2.03
1.95
1.91
1.73
1.53
1.21
1.02

※上記のほか、当社が保有している自己株式1,550,000株があります。

事 業 年 度 毎年1月1日から
12月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年3月開催
基 準 日 毎年12月31日
株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社
同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社

証券代行部
〒137-8081　東京都江東区
東砂七丁目10番11号
TEL　0120-232-711

公 告 の 方 法 電 子 公 告 に て 当 社 ホ ー ム
ページに掲載する。
http://www.softbrain.
co.jp/kabu/index.html
ただし、やむをえない理由に
より電子公告をすることが
できない場合は、日本経済
新聞に掲載いたします。

上場証券取引所 東京証券取引所

株式情報（2015年12月31日現在）

株主メモ

Point説明
①欠損金の減少により、長期繰延税金資産が減少
②ソフトブレーン・フィールド株式会社の株式を追加取得した原資として、

長期借入金が増加
③ソフトブレーン・フィールド株式会社の株式を追加取得したことによる影響

出版事業

2013年 2014年 2015年

■売上高　■営業利益（単位：百万円）
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■ 企業の周年記念での社史出版などのニーズを掴み、売上
高は好調に推移

■ 書籍在庫の販売体制の見直しに伴い、在庫の費用化を進
めた結果、減益

2015年度決算のPoint

システム関連事業

2013年 2014年 2015年

■売上高　■営業利益（単位：百万円）
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■ 前年度推進した不採算プロジェクトの
防止策が定着

■ 外部顧客への売上増加に伴い増益

2015年度決算のPoint

フィールドマーケティング事業

2013年 2014年 2015年
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■売上高　■営業利益（単位：百万円）
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eセールスマネージャー関連事業

2013年 2014年 2015年

■売上高　■営業利益（単位：百万円）

2,532 2,649
3,058

225 348348288288 225

■ 主 力 製 品 で あ るeセ ー ル ス マ ネ ー
ジャーRemix Cloudの大幅なデザイン
刷新や多方面での機能強化

■ 新規利用顧客を順調に獲得できたこと
によりCloud売上が増加

■ 新規大型顧客の獲得も堅調に推移
■ 営業マン育成コンサルティング、プロ

セスマネジメント大学といった営業
課題解決にフォーカスした各種営業
コンサルティング・営業スキルトレー
ニングが好調

2015年度決算のPoint
■「使い勝手No.１のSFA/CRM」

を目指し、さらなる開発投資を
続け、製品力を強化

■ 国内ボリュームゾーンの攻略や
周辺マーケットの開拓を推進

■ ロボティクスと融合させたSFA/
CRMの提供により新たな市場
開拓に挑戦

■ 営業課題解決というテーマのも
と、グループのあらゆるシナ
ジー機会を最大限に活用

2016年度の方針

■ 医薬品・飲食料品・嗜好品メーカーなど
の新規大型案件受注により増収増益

■「ラウンダー人材バンク」サービスも顧
客要望とマッチし、事業規模を大幅拡大

■ 店舗巡回や覆面調査を行う登録スタッ
フ数が59,000人を突破

■ 今後のさらなる事業拡大に向け、積極
的な人材採用や基幹システムのリ
ニューアルなど、事業規模拡大に耐え
うる運営体制の構築を進める

2015年度決算のPoint
■ 店頭活動・店頭調査におけるア

ウトソーシング需要のさらな
る取り組みを推進

１）大規模なアウトソーシングニーズへの対応
２）ラウンダー人材バンクによるラウンダー

派遣・紹介の強化
■「購買理由データ提供サービ

ス」によるマーケティング活
動支援を強化

■ 既存事業の品質向上のためのイ
ンフラ強化と事業規模拡大に耐
えうる運営体制の構築を継続

2016年度の方針

セグメント別
売上高構成比

ｅセールスマネージャー
関連事業
50.0%フィールド

マーケティング事業
38.4%

システム開発事業
7.3%

出版事業
4.3%

IRに関する詳しい情報はホームページにおいても
発信を行っておりますので、こちらもぜひご覧ください。

検索ソフトブレーン　IR

■個人 21,345,649株 （69.0％）
■金融機関 3,256,000株 （10.5％）
■外国法人等 2,807,500株 （9.1％）
■証券会社 1,721,351株 （5.5％）
■自己株式 1,550,000株 （5.0％）
■その他国内法人 274,500株 （0.9％）


